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我々は、量子情報通信などの量子情報処理に用い

られる量子メモリの候補であるダイヤモンド窒素-

空孔対(ＮＶ中心)[1]の研究を行っている(図１)。ＮＶ

中心はスピン１の量子で軌道基底状態は|0⟩、|±1⟩

の三準位構造である。既存研究では、外部磁場によ

り|±1⟩準位の縮退を解いた|0⟩、|−1⟩基底をキュ

ービットとして用いている。これに対して我々は、

縮退した|±1⟩をキュービットとして用いる。この

縮退キュービットは理想的なキュービットである一

方、外場による制御が難しいと考えられている。そ

こで、スピンと光子の偏光の対応関係により任意の

スピンキュービットを生成できることを、光トモグ

ラフィーにより明らかにした。 

 実験は、初期化・書き込み・読み出しの流れで行

った(図３)。まずグリーンレーザーによって|0⟩への

初期化を行い、次に|0⟩と|±1⟩のエネルギーギャッ

プに共鳴するマイクロ波によりスピン励起させたの

ち、レッドレーザーにより書き込み・読み出しを行

う。この書き込み・読み出しでは、Bright state[2]と

Dark state[2]の原理を用いる。NV 中心の|±1⟩準位は

軌道励起状態の一つである A2と図２のような V型

やΛ型の遷移構造を示す。このΛ型遷移でスピンと

偏光の対応によるコヒーレントポピュレーショント

ラッピング[2]を用いて任意スピン状態の書き込みを

行う。生成したスピン状態は Bright state に対応する

偏光の光の照射により読み出しを行う[3]。講演では

これらの任意状態の書き込み・読み出しの手法につ

いて論じる。 
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図 1．NV 中心の構造     図 2． NV中心の電子スピンの 

エネルギー準位構造 

 

図 3．実験配置 
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